
【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■千歳市内小学校の状況及び学力向上策（学校数：16校 、児童数：868人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

児童質問紙

○

○

【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

学習支援員を配置するなど、学習支援体制を
強化したことにより、補充・発展的な学習の指
導が充実し、「数と計算」や「数量関係」の学
習内容の定着につながったと考えられる。

学力に関する課題を家庭と共有するなどし
て、学習習慣の確立を図ったことにより、家
で、学校の授業の復習をする児童の割合が
高くなり、国語Ａ・Ｂ及び算数Ａ・Ｂで前年度の
平均正答率を大きく上回ったと考えられる。

「家で、学校の授業の復習をしている」と回答した
児童の割合が、全国及び全道を上回っている。

すべての教科において、前年度の平均正答率を
上回っている。

学習に対する関心、意欲を高めるＩＣＴ機器の整備と教員向け研修の実施
学習支援員の配置などによる学習支援体制の強化◎

◎
◎

○ 国語Ｂでは、「話すこと・聞くこと」で全国を上回って
いる。

○ 算数Ａでは、「数と計算」「数量関係」で全国を上
回っている。

学力に関する課題について、家庭との共有を図る「学力向上パンフレット」の作成、配付

学校質問紙

【千歳市の学力向上策】

「算数の指導として、発展的な学習の指導を行っ
た」と回答した学校の割合が、全国及び全道を上
回っている。

学力向上の基盤となる学級経営の充実を図る「ハイパーＱＵ」の実施◎
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算数の指導として、発展的な学習の指導を行いましたか

※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化
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【平均正答率の全国との差の推移】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

国語の授業で、日常的にコンピュータ等の情
報通信技術（電子黒板や実物投影機、デジタ
ル教科書等）を活用した授業を行ったことに
より、学習内容の理解を深めることができ、
国語Ａ・Ｂで前年度の平均正答率を上回った
と考えられる。

各学校において、ノート指導等の授業改善の
方策について、共通理解を図り、指導に生か
したことにより、ノートに学習の目標とまとめ
を書く生徒の割合が高くなったと考えられる。

国語Ａ・Ｂにおいて、平成28年度の平均正答率を
上回っている。

数学Ｂでは、「資料の活用」で全道を上回ってい
る。

特に、数学Aでは、「数と式」、Bでは、「数と式」「関
数」が課題である。

「１、２年生のときに受けた授業で扱うノートには、
学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いてい
た」と回答した生徒の割合が、全国を上回ってい
る。

学力向上の基盤となる学級経営の充実を図る「ハイパーＱＵ」の実施

■千歳市内中学校の状況及び学力向上策（学校数：8校、生徒数：880人）

○

【教科全体の状況】

【分析】

生徒質問紙

◎

○

○

○

○

【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

教　　　科

学校質問紙

【千歳市の学力向上策】

「国語の授業において、コンピュータ等の通信技
術（パソコン、電子黒板、実物投影機、インター
ネットなど）を活用した授業を週１回以上行った」と
回答した学校の割合が、全国及び全道を上回っ
ている。

学力に関する課題について、家庭との共有を図る「学力向上パンフレット」の作成、配付
学習に対する関心、意欲を高めるＩＣＴ機器の整備と教員向け研修の実施
学習支援員の配置などによる学習支援体制の強化◎

◎
◎
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※ 「平均正答率－全国（公立）の平均正答率」の差の経年変化

国語の授業において、コンピュータ等の情報通信技術（パソコン、電子黒

板、実物投影機、インターネットなど）を活用した授業を行いましたか
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